
 

船舶事故調査報告書 

平成２８年９月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２７年１１月１日 １１時５０分ごろ 

発生場所 大分県佐伯
さ い き

市大島漁港北西方沖 

 豊後
ぶ ん ご

大島港西防波堤灯台から真方位３１０°８００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°５８.３′ 東経１３２°０３.９′） 

事故の概要 プレジャーボート千代
ち よ

丸は、東北東進中、また、プレジャーボート

ニューおおしまは、錨泊中、両船が衝突した。 

千代丸は、船首部外板に擦過傷を生じ、また、ニューおおしまは、

左舷船尾部外板に破損を生じた。 

事故調査の経過 平成２７年１１月１７日、調査を担当する主管調査官（門司事務所）

を指名 

原因関係者から意見聴取実施済み 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ  プレジャーボート 千代丸、５トン未満（長さ１１.１４ｍ） 

     ２９４－２１１８６大分、個人所有 

Ｂ  プレジャーボート ニューおおしま、５トン未満（長さ６.７１

ｍ） 

   ２９４－１５１６８大分、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ  船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ  船長Ｂ、二級小型・特殊 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ  船首部外板に擦過傷 

Ｂ  左舷船尾部外板に破損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向  北北西、風力  ５、視界 良好 

海象：波高 約１.０～１.５ｍ 

 事故の経過 

 

 船長Ａは、魚群探知機の画面を見ながら航行していた。 

 Ｂ船は、錨泊していた。 

分析  Ａ船は、船長Ａが、魚群探知機の画面を見ていて、船首方の見張り

を適切に行っていなかったことから、Ｂ船に気付かずに航行して衝突

したものと考えられる。 

 Ｂ船は、錨泊中、Ａ船と衝突したものと考えられるが、その状況を

明らかにすることはできなかった。 

原因 本事故は、大島漁港北西方沖において、Ａ船が東北東進中、Ｂ船が

錨泊中、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。  


